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７ 教科等の指導
(1)国語科

国語科では、各学校で単元を貫く言語活動を位置付けた学習指導に取り組まれてい

ます。ただ、その課題として 「活動あって学習なし」の状況がみられます。、

本年度の県学力調査の「読むこと」の問題（小学校３年）

① うさぎは、このあとなんと言ったでしょう。言葉の続きを書きましょう。

② また、そのように言ったわけも書きましょう （お話の中の文を使って書きまし。

ょう ）。

この問題の正答率は①６４．６％、②３１．８％です。この問題では 「内容にあっ、

た文を想像して書くことができない 「根拠となる文を読み取ることができない」等」、

が正答率が低い要因だと考えられます。このことは、他学年の結果でも同様です。

また、本年度管内の国語科の指導案の課題として下記の３点が挙げられます。

① 単元の系統観に付けるべき力が示されていない。

② 既習学習で付けた力が系統観に示されていない （既習学習でどんな力が付いた。

かわからない ）。

③ 児童生徒の関心・意欲・態度のみの実態が示され、付けるべき力に沿った実態が

明らかにされていない （実態調査が児童生徒の意識調査のみの指導案が多い ）。 。

、 。④ 付けたい力と関連づけた本時の目標とねらい 評価基準の整合性がとれていない

そこで、下記の点に留意した指導案を作成することが大切です。

【付けるべき力を明確にした単元の系統を】

【系統に基づいた実態調査を】

国語の授業では、児童生徒の課題を明らかにしながら授業づくりを進め、指導案の

ビーバーの大工事 自然のかくし絵 もうどう犬の訓練 人をつつむ形 くらしの中の和と洋
２年 １１月 ３年 ６月 ３年 １１月 ３年１月 ４年１１月

◎ ◎読()イ目的に応じて、中心となる語や文をとらえ ◎ ◎1
て段落相互の関係を考えて文章を読むこと

○ ◎読()エ目的や必要時応じて、文章の要点や細かい ○ ◎1
点に注意しながら読み、文章などを引用し
たり要約したりすること

○読()イ記録や報告の文章、図鑑や辞典などを読ん2
で利用すること

○書ア ○
○ ○書ウ

学習指導要領で付けるべき力は何か、また、その前後の単元でどんな
力を身に付けるのか、明記していくことが大切です。

「自然のかくし絵」の学習をとおして身に付けた力の把握例

＊段落の小見出しを付けることができるか。 ２５／３０

＊中心となる語や文はとらえることができているのか。 ２３／３０

＊段落相互の関係を考えて文章を読むことができるか。

＊文章の要点や細かい点に注意しながら文章が読めるか。

＊文章などを引用したり要約したりすることができるか。

関心・意欲・態度など意識調査のみの調査だけではなく、今までの学習で
どんな力がついているのか、実態調査をして指導案を作成しましょう。
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指導上の留意点には、実態からどんな支援をしていくのかについても明記していく必

要があります。

確かな国語力を育成するために、国立教育政策研究所が示した「国語の授業のチェ

ックポイント例」をもとに、国語の授業を見直していきましょう。

付けたい力を明確にし、言語活動につなぐ実践に取り組まれた甲佐町立白旗小学校

の実践を紹介します。

【甲佐町立白旗小学校の実践】

① マトリックス型年間単元重点一覧表の作成

国語科の学習では、まず、年間を見通してどの単元で何をねらって授業するのかを

明確にする必要があります。そのために「マトリックス型年間単元重点一覧表」を作

成されました。その中で、単元における指導事項には○を、特に重点指導事項には◎

をつけ、作成後、修正がある場合は朱書きで訂正するようにされてます。

② 身に付けたい力に沿った児童の実態把握

本単元での指導の際に前単元までの同一領域、文種における目標の達成状況を以下

の観点で把握しています。

ア 同系統の前単元の学習では、どのような能力の育成をねらって、どのような言

語活動を行ったか。

イ その学習において、児童はどのような言語能力を身に付けたのか。

ウ まだ身に付いていない言語能力はどのようなものか。
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国語科では、螺旋的・反復的にくり返しながら学習し、能力の定着を図ることを基

本としているので、前単元まででまだ身に付いていない能力の中から、本単元で重点

的に 「付けたい力」を絞り込んでいくことになると考え、取り組まれています。

③ 適切な課題設定～単元を貫く言語活動の位置付け～

単元を貫く言語活動の位置付けを構想する際は 「①当該単元で重点的に指導すべ、

」「 」き指導事項を確定する ②その指導事項をするのにふさわしい言語活動を選定する

「 」「 」③育成すべき国語の能力の一層の明確化・具現化を図る ④指導過程を構築する

の４点を踏まえ 「付けたい力」に適切な言語活動を選定し、言語活動の内容、単元、

の指導計画での位置付けなど、単元全体を見通して指導にあたるよう「単元構成シー

ト」を作成され、授業づくりに生かされています。

２年 単元名「ビーバーの大工事 〕国語科単元構成シート 〔 」

・時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大ステップ１
体を読む力身 に 付 け さ せ た い 言

・文章の中の大事な言葉や文を書き抜く力語能力を明確にする

興味がある動物について情報を集め、その動物のすごステップ２
いところを見つけ 「動物のひみつクイズ」を作る。ふ さ わ し い 言 語 活 動 、
→動物のひみつクイズ大会を考える

言語活動 （動物のひみつクイズ大会）

①教材文…ビーバーが木を倒して巣 ②好きな動物…教材文で学んだことを基に、
を作るまでの様子から「すごい」と 自分で選んだ図書から情報を集め、動物の
思ったことについて クイズを作る すごいことについてのクイズと答えを作る。「 」
ことと「クイズに答える」ことで、 そのクイズを使って、動物のひみつクイズ
内容の大体を読み取る。 大会をする。

※関連図書選びは教材文の学習の時から行う。
好きな動物の情報を集める。

○クイズカード例

ク クイズ こたえ＝すごい 「すごい」と思った理由
イ
ズ ・ビーバーはどれくらい水 ・ビーバーは普通５分 ・自分ならすぐ苦しくなって顔を上
カ の中にいるでしょうか。 間、長い時では１５分 げるのに、ビーバーはダムを造るた
ー 間も水の中にいます。 めに１５分も潜っているのはすごい
ド です。

動物のひみつクイズ大会…関連図書を読み、自分がステップ３
「 」 「 」 、言語活動を単元を貫い 選んだ 好きな動物 について すごい 所を見つけ

「 」 。て位置付ける クイズを作って 動物のひみつクイズ大会 をしよう

第１次 第２次 （２時～７時） 第３次（８時～ 時）10

１ 「 動 物 の ２～６） ８～９））
、ひ み つ ク イ ズ 教材文「ビーバーの大工事」 自分が選んだ動物について

大 会 」 を す る ビーバーが木を倒して巣を作るまでの その生態の中ですごいところ
こ と と ど ん な 様子から「すごい」と思ったことにつ を問うクイズとその答えを考
ク イ ズ を 作 る いて「クイズを作る」ことと「クイズ える。

」 、 。 ）「 」の か を 知 り 、 に答える ことで 内容の大体を読む 動物のひみつクイズ大会10
学 習 の 見 通 し ７ 「 ビ ー バ ー の ひ み つ ク イ ズ 大 会 」 をする。）
を持つ。 をする。

並行読書…いろいろの乗り物に付いて紹介してある本や図鑑を読み情報を集める。

ステップ４ 学習のねらいを達成するために手立てを具体
思考・判断を促す発問 化して指導計画を作成する。
や指示を具体化する
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〔授業実践〕～第２学年 ビーバーの大工事 ～

白旗小学校では、言語活動で「何をねらい、どんな力を付けていくのか 「どの言」、

葉を根拠に考えていくのか」など、付けるべき力を明確にした授業展開が実践されて

います。

各学校でも 「国語の授業のチェックポイント例」を参考に、確かな国語力を身に、

付ける授業づくりを実践していきましょう。

国語の力を高めるために読書活動は不可欠です。各学校では、読書活動の充実にも

取り組んでいただいています。全ての学校で読み聞かせを位置付けた活動も実施して

いただいております。

ただ、本年度１月に一冊の本も読まない児童・生徒が増加しています （県学力調。

査意識調査 小学校：１０．１％、中学校：２８．５％）

全体の読書指導とともに、個に目を向けた指導もよろしくお願いします。

国語科は全ての言語活動の基盤となる教科です。国語科で身に付けた力を他教科の

言語活動で活用し、確かな国語の力を育てていきましょう。

目標：クイズを作るために、ダムを造るビーバーの「すごい」を見つけながら、ダムを作る順序や様子を読
むことができる。

学習活動 主な発問◆指示◇ 指導上の留意点過程 時間 形態
め ５ １ 本時の学習のめあ 一 ◆どんなクイズを作れ ・ダムを造る場面のクイズを作ることを
あ 分 てをつかむ 斉 ばいいですか。 確認する。
て ・クイズのルール（３つ）を確認する。
を ① すごいところが答えになるクイ
つ ズ を 作ることダムを作るビーバーの「すごい」が答えに
か ② 文の中に答があるクイズを作るなるクイズを作ろう
む こ と③文末表現に気をつけること
考 ２ 本時の場面を読み 個 ◇ビーバーのすごいと20 、
え 分 ビーバーのすごいと ころとそう思った理
る ころと、そう思った 由を考えましょう。

理由を考える
３ 「すごい」と思っ ◇「すごい」と思った
たことが答えになる ことが答えになるク
クイズを作る イズを作りましょ ・シ ートに「クイ

う。 ズ 「答え 「すごいと思 った理由」を記」 」
入させる。

伝 ４ クイズが ルール ペ ◇できたクイズが「ル ・ペアで「クイズのルール」に沿っている18 「 」
え 分 に合っているかをペ ア ール」に合っている かを話し合わせる。
る アで話し合う かを確認し合いまし
・ ょう。
高 ・クイズのルールに合っていないクイズを

、 、め ◇変えるともっとよく 作っている場合は どこがいけないのか
る なるところは、教え どう変えればいいのかをアドバイスさせ

てあげましょう。 る。そのアドバイスをもとにクイズを修
正させる。

５ できたクイズを発 一 ◇できたクイズを発表 ・全体で「いいクイズ」かどうかを確認す
表する 斉 して下さい。 る。

６ 本時の学習を振り 一 ◇次の時間は 「巣を ・次時は、ビーバーが巣を作る様子についまと 2 、
分 返り、次時の学習を 斉 作るビーバー」のク てクイズを作ることを伝える。める

知る。 イズを作ります。

本時では 考える」過程において、児童は、ビーバーのすごいと思ったところとそう思った理由を考え、「
ることで、真剣に文章を読み、文中の大事な言葉や文を選んでいた。
「伝える・高める」過程においてペアトークをすることによって、児童はできたクイズが「ルール」に合

。 、 、っているかを文章を根拠に確認し合った 文末に問いの言葉がなかった児童は 友達のアドバイスを受けて
文末に『～でしょうか 』をつけてクイズを作ることができた。。

自分の考えを深める

ためのペアトーク

ル
ー
ル

学習シートの

工夫


